
「国民が支える森林づくり運動」推進協議会等の経緯

日 付 九 州 全 国

８月２９日 ■第９０回九州林政連絡協議会

平 間伐を推進するために間伐紙製品の利用を広

成 く働きかけることについて議論。運動を実施して

１７ いくために部会を設置することを決定。

年

１０月１３日 ■第１回九州林政連絡協議会部会

間伐紙製品の普及による「国民が支える森林

づくり運動」の進め方、間伐紙製品の生産流通シ

ステムについて議論。

１１月２５日 ■第２回九州林政連絡協議会部会

間伐紙製品の用途別取組、消費者負担、推進

協議会の設立について議論。

１月～３月 各県にて調達物品として九州間伐紙製品を指

平 定するよう担当部局と調整。福岡県では試作品

成 の納入が決定。

１８

年 ２月 ９～ １ ０ ■「国民が支える森づくり運動」検討会議

日 健全な森づくり支援の仕組み、運動の拡大戦

略、推進協議会の立ち上げについて議論。

２月～３月 コピー用紙への間伐材の配合について解決す

べき課題が多い事から、品質面での確認、コスト

アップの実態把握のため実際の生産テストを検

討。

４月 九州の間伐材を原料とした九州間伐紙ファイ

ルを試作、福岡県庁に納入。

７月１３日 ■「国民が支える森林づくり運動」戦略チーム打

合わせ会議

国民が支える森林づくり運動の進め方、消費者

による森林づくりへの費用負担方法、クレジット

方式、間伐紙製品の用途別取組、運動のロゴマ

ークについて議論。

８月～１０月 間伐材ＰＰＣ用紙を試作し、行政会員により試

用したところ、品質や使い勝手の面では特段の

支障はないことを確認。



１２月１日 ■「国民が支える森林づくり運動」推進協議会設

平 立総会

成 推進協議会規約、間伐協力金、ロゴマーク、

１８ 活動計画について議論。

年 ①九州の間伐材を原料とした九州間伐紙製品を

製造し販売すること、②行政会員においては九

州間伐紙製品を調達物品として採用すること、③

普及広報のためシンポジウムを開催することを

決定。

２月２日 キャッチフレーズを「紙一枚からの思いやり」、

平 製品シリーズ名を「木になる紙」、ロゴを「紙一枚

成 からの思いやり 木になる紙 九州の森林の健

１９ 全な育成を推進するため、この紙の製造過程で

年 原料の一部として間伐材を使用しています。」と

することを決定。

４月 平成１９年度の調達物品として、福岡県が九

州間伐紙の紙ファイルと封筒を、鹿児島県と九

州森林管理局が紙ファイルをそれぞれ採用。

６月 内閣府規制改革推進室の集中要望

受付期間に、ＰＰＣ用紙についての国

のグリーン購入指針（古紙１００％）の

見直し要望を提出（熊本県、大分県、

宮崎県、沖縄県）。

７月１８日 ■平成１９年度総会

行政会員による木になる紙シリーズの調達実

績、活動計画、シンポジウムの開催、木になる紙

シリーズのスペック、間伐協力金の徴収方法・金

額及び使途、美しい森林づくり推進国民運動に

おける各県での取組状況、等について議論。

①グリーン購入に係る古紙１００％というＰＰＣ用

紙の規定の見直しを働きかけていくこと、②行政

会員においては引き続き九州間伐紙製品を調達

物品として採用するよう関係部局と折衝を行うこ

と、③木になる紙シリーズにおける紙ファイルと

事務用封筒のスペックについて決定。

１０月２１日 ■国民が支える森林づくりシンポジウム

当運動を一般の市民や企業に広くＰＲしていく

ため開催。



１月 古紙偽装問題の発覚。グリーン購入

平 法基本方針における紙製品の判断基

成 準の見直しを先送り。

２０

年 １月１６日 ■平成１９年度第２回総会

行政会員による木になる紙シリーズの調達実

績、ＰＰＣ用紙の製造に向けたスケジュール、間

伐協力金の使途について論議。

１月～４月 古紙偽装問題に係る特定調達品目

検討会（環境省）を開催。

古紙偽装実態及びその原因把握、グリ

ーン購入制度の問題点、再生紙表示

のあり方及び検証方法、再発防止策、

新たな判断の基準の考え方等につい

て議論。

２月２１日 東海パルプ（株）島田工場視察。木になる紙シ

リーズの間伐紙の配合について確認。

３月～４月 間伐材チップの紙製品への利用促

進に係る意見交換会（林野庁）を開催。

間伐材チップのコピー用紙など紙製

品への利用、間伐材チップの安定供

給、供給から利用までの体制づくり、間

伐材の証明体制構築について意見交

換。

５月 古紙偽装問題に係る特定調達品目

検討会とりまとめ（案）に対して、間伐

材を利用したコピー用紙が特定調達品

目として位置づけられるよう、推進協議

会の１１会員より意見を提出。

５月２２日 九州７県及び九州森林管理局が、九州間伐紙

製品の利用を推進すること等を旨とする「九州の

森林づくりに関する共同宣言」を採択。

６月２７日 環境省は、ＰＰＣ用紙についてグリー

ン購入法の現行基準を維持し、古紙１

００％の用紙購入を引き続き政府機関

に義務づけることを決定。



７月 ■平成20年度第1回総会（7月7日）

平 行政会員による木になる紙シリーズの調達実

成 績、ＰＰＣ用紙の製造に向けたスケジュールにつ

２０ いて議論。

年 ①九州間伐紙製品リストを作成すること、②将来

のグリーン購入法の調達基準見直しを前提に、

古紙配合率70%、間伐材等配合率30%のコピー用

紙の製造可能性を探ることを決定。

９月 九州間伐紙製品「木になる紙シリーズ」の製品

ラインアップを作成。

９月 九州内での九州間伐紙製品の製造に向けて、

九州内の製紙工場（日本製紙八代工場、中越パ

ルプ川内工場、王子製紙日南工場）を視察（9月

8～9日）。九州内での九州産間伐材入りコピー

用紙の製造は困難。

９月 大王製紙三島工場（愛媛県）での九州産間伐

材入りコピー用紙の製造を検討開始。

１１月 大王製紙本社との打合せ（11月25日）。

１２月 グリーン購入法基本方針見直し（案）

のパブリックコメント実施。協議会会員

から間伐材の利用を認めるよう意見提

出。

２月 大王製紙三島工場にて九州産間伐材入りコピ

平 ー用紙の製造について打合せ（2月6日）。

成

２１ ２月 グリーン購入法基本方針の変更を閣

年 議決定（2月13日）。コピー用紙の古紙

配合率を100％から70％以上に緩和、

間伐材の利用を30％まで認める。

「森林認証材・間伐材に係るクレジッ

ト方式運用ガイドライン」を環境省が作

成。

「間伐材チップの確認のためのガイ

ド

ライン」を林野庁が作成。

２月 ■平成20年度第2回総会（2月19日）

間伐材入りコピー用紙のスペックや還元金の

拠出額について議論。



新生紙パルプ商事㈱がコピー用紙製品1kgあ

たり5円を拠出することを決定。

平

成 ２月 大王製紙㈱が間伐材入りコピー用紙の

２１ 製造を決定。（2月26日）

年

４月 林野庁において吉野環境副大臣、林

野庁長官、大王製紙㈱代表取締役社

長出席の下、間伐材「木になる紙」コピ

ー用紙の引き渡し式を開催（4月2日）

４月 「木になる紙」シリーズにコピー用紙が追加と

なったことを受け、記者発表（4月23日）。

併せて「木になる紙」づかい宣言を採択。

上記記者報告の内容がTKUにて放映（4月23

日）

５月 森林・林業・林産業活性化九州大会の大会決

議文に九州間伐紙が明記。

５月 熊日新聞の記事として間伐紙「木になる」コピ

ー用紙が掲載。

５月 行政会員等打合せ会議（5月29日）

還元金の仕組み、間伐材の供給体制の整備、間

伐紙の普及・調達等について議論。

６月 NHK（熊本県内放送）にて間伐紙「木になる紙」

コピー用紙が特集放送（6月26日）。

７月 NHK（九州内放送）にて間伐紙「木になる紙」コ

ピー用紙が特集放送（7月14日）。

７月 NHK（全国放送）にて間伐紙「木にな

る紙」コピー用紙が特集放送（7月24

日）。

７月 ■平成21年度第1回総会（7月28日）

商社が拠出する還元金や森林所有者への還

元額など、基本的な枠組みが合意。

８月～９月 ■「間伐紙普及重点取組月間（前期）」

会員一丸となって普及活動を推進。



９月 ○森林所有者への還元

第1回目の製造に使用した間伐材を対象に、

平 初めての還元を実施。

成

２１ ９月 読売新聞の記事として間伐紙「木になる紙」コ

年 ピー用紙が掲載（間伐材を利用したコピー用紙

の利用拡大の動き）。

９月 佐賀新聞の記事として間伐紙「木になる紙」コ

ピー用紙が掲載（佐賀市「木になる紙」コピー用

紙導入）。

９月 熊日新聞の記事として間伐紙「木になる紙」コ

ピー用紙が掲載（還元金の支払い開始）。

１０月 林政ニュースに連載記事が掲載（広

がり始めた間伐紙「木になる紙」）。

１ １ 月～ １ ２ 間伐材証明及び森林所有者への還元事務を

月 確認するため、各森林組合を訪問。

１２月 農林水産省において木材利用推進

計画が策定。

１２月 ○森林所有者への還元

第2回目の還元を実施。

１２月 コピー用紙について、A4サイズ1箱につ

きカーボンオフセット1kgを付与すること

とする。

１月～２月 ■「間伐紙普及重点取組月間（後期）」

平 会員一丸となって普及活動を推進。

成

２２ ２月 ■平成21年度第2回総会（2月18日）

年 間伐紙の普及状況、重点月間による普及活動

について確認。

一部の公有林から生産された間伐材について

は、流域森林・林業活性化センターへ還元するこ

とを決定。

２月２０日 ■「木になる紙」シンポジウム

コピー用紙の製品化及び森林所有者への還

元開始を受け、「木になる紙」のPRと普及啓発の

ため福岡市内で開催。



３月１３日 ■木になる紙間伐林ツアー

木になる紙実行委員会主催。

平

成 ３月 ○森林所有者への還元

２２ 第3回目の還元を実施。

年

３月 平成21年度の実績として、販売量はA4サイズ

換算で約91000箱となり、約260万円を森林所有

者に還元した。

５月 公共建築物木材利用促進法成立。

６月 ○森林所有者への還元

第4回目の還元を実施。

６月 間伐材の円滑な調達及び還元金の支払い事

務簡素化のため、還元金の支払い方法に立替払

方式を追加。

６月１８日 熊日新聞に間伐紙「木になる紙」コピー用紙に

ついての記事が掲載される。

７月 宮崎県日向市から宮崎ルート初の間伐材チッ

プを大王製紙(株)に出荷。

７月 公有林材への還元金の支払いについて会員

に周知。

７月６日 東京FM系列で放送されているラジオ

番組で間伐紙「木になる紙」を紹介。

７月２４日 シンポジウム「こんなお金の使い方－小さく回

すと地域が変わる」（主催：くまもとソーシャルバ

ンク）にてくまもとソーシャルバンク大賞受賞。

１０月７日 ■環境チャリティ・コンサート「雨谷麻世

の音楽の捧げ物」

間伐紙「木になる紙」を紹介。

１０月２３日 ■木になる紙シンポジウム １枚の紙から考え

る森林・地域・循環

熊本市内で開催。鹿児島大学の遠藤教授、小

国町森林組合の簗瀬事業課長、NPO法人くまも

と温暖化対策センターの宮原理事長を招き、講

演及びパネルディスカッション等を通して「木にな

る紙」のPRと普及啓発を行う。



１１月１３日 ■「木になる紙」ヒコーキ大会in佐賀

平 「木になる紙」コピー用紙を用いた紙ヒコーキ

成 大会を佐賀市内で開催（佐賀県主催）。普段山

２２ や森林に接することが少ない一般市民や子供の

年 方々に「木になる紙」の取組を紹介。

１２月 ○森林所有者への還元

第5回目の還元を実施。

１２月 「木になる紙」シリーズに紐付き封筒（菅公工

業(株)製品）が追加。

１２月９～ ■エコプロダクツ２０１０

１１日 間伐紙「木になる紙」を出展。

１月～２月 ■「間伐紙普及重点取組月間」

平

成 １月３日 熊日新聞に間伐紙「木になる紙」コピー用紙に

２３ ついての記事が掲載される。

年

１月３１日 ■第4回九州森林・林業セミナー 木材自給率５

０％に向けて～今後の公共建築物等における木

材利用と実践～

木材利用の取組の一事例として、九州管理局

より「木になる紙」の取組を紹介。

２月７日 ■平成22年度第2回総会

新規会員の追加、「木になる紙」シリーズの新

製品の追加、間伐紙の実績、普及に向けた取組

などについて報告。 今後の展開に向けた情報・

意見交換。


